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街お こ しや 、網 比客 の掘 り起 こ しな ど に学 41:

が 活 隠 して いる・カ メラ付 き携 帯電 話 を使 って 、

観 光 スポ ッ ト左 7こ加iするな ど 、学 生 な らで は の

な い感 覚 で地 元 の 人 た ちに協 力 してお り、産 学

連携 の新 たな ス タイ ル に もな りそ うだ 。

｀
産学連携、で千客万来

まノ電!告1ぼ

r‐柴 又 帝 釈 天 の 参 道 の 草 団 子 屋 で 意 見 を 交

換 す る 塵 応 大 の 学 生 (左 )と 地 域 の 人 々

マ
イ
ル
ポ

ス
ト

で
は
、
名
古

屋
学
院
大

の
学
生
が
調
理

や
接

害

の
す

べ

て
を
行
う

メ

に
勤
め
て
い
た
妻
の
明
代
さ
ん
（３５
）

の
勧
め
だ
。　
一人
と
自
然
と
の
か
か

わ
り
を
伝
え
、
社
会
を
消
耗
型
か
ら

持
続
型

へ
変
え
て
い
き
た
い
」
。
夢

に
向
け
、地
道
に
硬
を
ま
い
て
い
る
。

心
に
あ
る
銀
座
通
り
商
店
街
に
、
市
内

の
名
古
屋
学
院
人
の
学
生
が
運
営
す
る

カ
フ
ェ
＆
雛
気
の
は

「
マ
イ
ル
ボ
ス
ト

一み
ち
じ
る
ベ
ヤ
」
が
あ
る
ぃ
空
き
は

舗
を
活
用
し
た
店
内
は
約
百
平
方
肝
。

学
生
が
調
理
や
接
客
す

べ
て
を

こ
な

し
、
年
前
は
７
０
０
万
円
と
い
う
（！

マ
イ
ル
ボ
ス
ト
の
カ
フ
ェ
部
門
は
、

二
、
四
年
生
の
有
志
が
、
瀬
戸
み
や
げ

を
扱
う
雑
貞
部
門
は
、
経
済
学
部
の
ゼ

ミ
生
ら
の
有
志
が
担
当
し
て
い
る
。
こ

の
ほ
か
、
休
日
に
は
、
学
内
の
ま
ち
づ

く
り
の
サ
ー
ク
ル
が
、
ミ
エ
Ｆ
Ｍ
な
ど

の
イ
ベ
ン
ト
な
行
う
。

来
客
は

一
口
丁
ｒ
ｌ
五
十
人
だ
が
、

体
口
に
は

一
・
五
倍
に
膨
れ
あ
が
る
ぃ

店
の
張
わ
い
は
商
‐十
……
街
全
体
に
も
彰
響

を
与
え
た
．
商
店
術
の
休
日
の
人
地
中

は
、
平
均
八
百
八

十
二
●
●

一
年
十
か

ら
、
同
千
人

（
ｉ
い
い
三
年
一
に
増
え

た
。
二
０
●
二
年
れ
月
に
マ
イ
ル
ボ
ス

ト
が
開
店
し
て
以
降
、
商
店
街
の
空
き

店
舗
は
十
四
か
ら
七
に
減

っ
た
。
学
生

の
店
が
、
開
散
と
し
た
街
を
変
え
て
い

っ
た
。
商
店
街
女
性
部
の
丹
羽
視
怯
子

さ
ん
は

「商
店
街
の
中
に
は
同
じ
発
想

し
か
な
い
。
学
生
に
や

っ
て
も
ら
う
し

か
な
い
と
思

っ
た

一
と
振
り
返
る
．

マ
イ
ル
ポ
ス
ト
は
墜
知
県
の

「
商
店

街
共
創
事
業

・
前
は
街
イ
ン
タ
ー
ン
シ

ッ
フ
事
業
」
の
特

一
号
と
し
て
、
大
学

の
指
導
の
下
、
開
は
し
た
。
カ
フ
ェ
部

門
の
二
代
日
の
席
疑

・
森
本
真
季
さ
ん

は

一
ス
タ
ツ
フ
孝
ま
と
め
る
の
は
大
変

で
す
が
、
地
域
の
人
た
ち
と
の
話
は
凝

し
い
」
と
話
す
（
大
学
側
も

「
学
生
に

役
割
を
明
確
に
し
て
責
任
を
持
た
せ

る
≡

経
済
学
部
の
水
野
晶
夫
勤
教
授
）

こ
と
で
、
取
り
組
み
を
継
続
さ
せ
て
ゆ

く
考
え
だ
ｒ

◇
衣
料
問
屋
街
で

東
京

・
日
本
橋
横
山
町
と
日
本
橋
馬

喰
町
。
苦
か
ら
衣
料
間
屋
が
軒
を
並
べ

る
が
、
界
隈
に
は
以
前
の
よ
う
な
賑
わ

い
は
な
い
。
も
う

一
度
、
客
の
流
れ
を

呼
び
戻
そ
う
と
、
文
化
般
装
学
院

（東

京
都
渋
谷
区
）
の
学
生
が
二
〇
〇
三
年

九
月
か
ら
、
協
力
を
続
け

て
い
る
。

こ
の
試
み
は

「ト
ン
ヤ

ｄ
ｅ
サ
フ
ァ
リ
」
と
名
付

け
ら
れ
、
間
屋
街
の
各
店

が
貸
し
出
し
た
服
や
帽
子

な
ど
を
ス
タ
イ
リ
ス
ト
科

の
学
生
が
自
由
な
発
想
で

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
す
る
。

店
頭
に
ど

っ
さ
り
置
か
れ

た
商
品
が
、
組
み
合
わ
せ

次
第
で
、　
Ｅ
ス
に
オ
シ
ャ

レ
な
グ
ッ
ズ
に
変
身
し
て

ゆ
く
。
昨
年
十

一
月
に
は
、

取
引
先
な
ど
を
招
い
て
フ

ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
も
催

し
、
学
生
た
ち
の
″力
作
″

を
紹
介
し
た
。
間
屋
衡
の

機
関
紙
作
成
な
ど
で
も
協

力
し
、
延
べ
二
千
八
百
人
以
上
の
学
生

が
参
加
し
て
い
る
。

問
屋
街
活
性
化
委
員
会
の
小
嶋
晴
三

郎
会
長
は

「
間
屋
も
商
品
を
右
か
ら
左

に
流
す
の
で
な
く
、
い
か
に
提
案
す
る

か
が
重
要
に
な
る
」
と
学
生
の
感
覚
に

魅
力
を
感
じ
て
い
る
。
学
生
に
も

「
実

地
で
学
べ
る
メ
リ
ッ
ト
は
大
き
い
六
宇

野
明
美

・
同
学
院
教
務

一
課
長
）
。
ス

タ
イ
リ
ス
ト
科
二
年
の
円
乗
典
子
さ
ん

は

「最
初
は
ち
ょ
っ
と
古

っ
ぱ
い
と
思

っ
て
い
た
け
れ
ど
、
種
類
が
豊
富
な
の

に
は
鷲
い
た
」
と
間
屋
街
の
底
力
に
感

心
す
る
。
こ
う
し
た
連
携
を
通
じ
て
、

現
時
点
で
学
院
か
ら
は
来
春
、
七
人
が

間
屋
に
就
職
す
る
こ
と
が
決
ま

っ
た
。

◇
寅
さ
ん
の
街
で

映
画

「
男
は
つ
ら
い
よ
」
で
知
ら
れ

る
東
京

・
葛
飾
柴
又
。
だ
が
、
映
画
は

終
了
、
観
光
客
は
減
少
し
て
い
る
。
こ

の
柴
又
を
再
活
性
化
す
る
取
り
組
み
に

慶
応
大

・
加
藤
支
俊
助
教
授
の
研
究
室

の
学
生
た
ち
が
協
力
し
て
い
る
。

研
究
室
は
カ
メ
ラ
付
き
携
帯
電
話
を

使

っ
た
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
を
専

攻
し
て
い
る
が
、
街
お
こ
し
に
も
、
こ

の

″現
代
の
利
器
″
が
使
わ
れ
た
。

街
で
は

「
ポ
ス
ト
賞
さ
ん
」
時
代
の

活
性
化
に
つ
い
て
、

「来
る
人
が
ど
う

思

っ
て
い
る
か
を
知
ら
な
い
と
、
街
お

こ
し
は
で
き
な
い
」

（斉
藤
勝
治

・
葛

飾
区
観
光
協
会
会
長
）と
悩
ん
で
い
た
。

そ
こ
で
、
昨
年
十

一
月
、
研
究
室
の
学

生
二
十

一
人
に
柴
文
の
面
白
い
と
思

っ

た
ス
ポ
ッ
ト
を
自
由
に
撮
影
、
コ
メ
ン

ト
を
つ
け
て
も
ら
っ
た
。

，
諄
性
が
撮

っ
た
写
真
の
多
く
は
、
詔

釈
天
な
ど
の
名
所
で
は
な
く
、
の
ど

か
な
路
地
裏
や
開
け

っ
放
し
の
ド
ア
、

コ
イ
ン
ラ
ン
ド
リ
ー
な
ど
下
町
の
生
活

感
が
に
じ
む
光
景
だ

っ
た
。
斉
藤
会
長

た
ち
は

「
自
分
た
ち
の
日
常
が
、
学
生

に
は
非
日
常
な
ん
だ
」
と
驚
い
た
。

学
生
に
は
二
月
に
も
、
参
道
の

一
軒

一
軒
の
店
に
焦
点
を
当
て
て
、
撮
影
し

て
も
ら
う
予
定
だ
が
、
学
生
の
分
析
を

受
け
、観
光
協
会
内
で
は
議
論
が
続
く
。

「帝
釈
天
や
矢
切
の
渡
し
な
ど
の
〃点
″

だ
け
で
な
く
、
柴
又

一
帯
の
下
町
と
し

て
の
魅
力
を
も

っ
と
生
か
し
た
方
が
良

い
の
で
は
な
い
か
」
と
い
っ
た
意
見
も

出
始
め
た
。
観
光
協
会
と
研
究
室
を
橋

渡
し
し
た
地
元
の
亀
有
信
用
金
庫

（本

店

・
葛
飾
区
）
の
矢
澤
孝
太
郎
理
事
長

も
「学
生
は
材
料
を
提
供
し
て
く
れ
た
。

ど
う
生
か
す
か
は
こ
ち
ら
の
仕
事
」
と

話
し
て
い
る
。

◇
瀬
戸
焼
の
街
で

焼
き
物
の
街

・
愛
知
県
海
戸
市
の
中

，
テ
・
―
卜
」
舛
窟
舞
〓
宅
Ｓ
↓
）く
ビ
タ
０
イ

組
み
や
人
と
自
然
の
つ
な
が
り
な
ど
を
参
加
者
に

伝
え
る
〔
二
泊
二
日
の
寵
習
会
に
参
加
し
て
講
義

や
野
外
実
習
を
受
け
、
登
録
を
申
請
す
る
と
、
自

然
観
察
指
導
員
と
し
て
登
録
さ
れ
る
。
参
加
費
は

２
１
４
万
円
っ
講
ヨ
会
は
年
間
を
通
じ
て
全
国
各

地
で
随
時
開
催
し
て
い
る
。

間屋街の商品をコーディネー トして発表する文化8便装学院の学生たち


